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発行 令和4年4月1日 

栃木市消防団広報紙 第4号 

火伏 

 令和3年4月4日（日）に、とちぎ岩下の新生姜ホール（栃木市栃木文化会館）で、栃木市消防団入退団式

及び研修会を開催しました。令和2年度末に分団長以上で退職された10名の方に消防団長より退団辞令が

交付され、令和3年度に新しく入団した52名の団員を代表して、栃木市消防団最年少となる19歳の若手新入

団員が新任辞令を受領しました。これにより栃木市消防団の団員数は計1，000名となりました。 

 式終了後は、幹部団員を対象とした消防団再編で大きく変わる運営体制についての共通意識を図るため

の研修と、新入団員を対象とした座学による基礎研修をそれぞれ行いました。 

  

  消防団ニュース   ・・・ P2 

 

  令和3年度主な行事  ・・・ P3 

  

  消防団員の声    ・・・ P4・5 

 

  お知らせ      ・・・ P6 

消防団員としての職務遂行を宣誓する新入団員の青木奏弥さん（都賀第3分団所属） 

大川市長を囲んで退団者と消防団幹部の記念写真 
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令和３年度 消防団ニュース 

☆消防団の記事が広報とちぎの表紙を飾りました！☆ 

 広報とちぎ 令和4年1月号において、栃木市消防団の記事が表紙を飾りました！令和3年11月12日（金）

に、藤岡第1分団が地元である部屋小学校3年生の児童たちに行った特別授業と新入団員の募集について

特集されていますので、是非ご覧ください！ 
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☆新入団員基礎教育訓練☆ 

☆表彰伝達式☆ 

☆車両と器具置場の一斉点検☆ 

ホース延長訓練に励む新入団員 

大豆生田団長の視察 

令和３年度 主な行事 

 令和3年4月18日（日）に、栃木・都賀・西方地

域を対象とした北部会場（栃木市消防署）と、

大平・藤岡・岩舟地域を対象とした南部会場

（CITY GYM ＆ SPA 遊楽々館）の二箇所に別

れ、令和2年度及び令和3年度に入団した新入

団員に基礎教育訓練を行いました。 

 訓練に参加した方々は、ソーシャルディスタン

スを保ちながら全体で礼式訓練を実施した後、

消防車両や各種装備の使用方法や大切さ、取

り扱い等を学び、消防団員としてのスキルアッ

プに励みました。 

 令和3年10月31日（日）に、栃木市役所正庁で、表彰伝

達式を開催しました。 

 例年、通常点検において表彰を実施していましたが、

新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から通常点

検を中止したことに伴い、表彰伝達式として代表で受領

する29名のみに参加者を限定して行い、総勢243名、25

分団が表彰されました。 

 令和3年6月27日（日）に、栃木市内すべての消防団器具

置場において、車両と器具置場の一斉点検を行いました。

例年この時期に実施していた夏季点検を、新型コロナウイ

ルス感染症拡大防止の観点から中止したことに伴い、代替

の点検事業として実施しました。 

 大豆生田団長が各地域を視察したほか、各地域の本部

分団が各器具置場を巡回して普段なかなか細かく確認でき

ない箇所まで念入りに点検を行い、災害に備えました。 

受賞の謝辞を述べる様子 



 

 4 

 私は現在23歳で、普段は会社員として勤務をしながら消防団活動をしてい

ます。私の祖父も生前消防団員でした。私が子供の頃、火災が発生した時現

場へ急行する祖父の姿を良く覚えています。その背中を見て育ってきた私が、

知り合いの方から誘いを受け、祖父の跡を継ぐように入団をさせていただきま

した。私が所属する栃木第4分団は本町・神田町・城内町・旭町の一部を管轄

しており、分団長はじめ18名の団員が所属しています。入団してみると祖父の

ことを良く知っている方や、優しく指導してくれる先輩方が多くすぐに馴染むこ

とが出来ました。入団以降、幸いにも大きな火災はなく、火災現場での活動は

まだありませんが、日々の放水訓練や地域の防災活動を通して、消防団員と

しての経験を積み、災害時に即対応出来るよう知識や技術の習得に励みた

いです。また、火災予防広報の巡回などにも積極的に参加し、災害のない平

和な街を継続していければと思います。今後も地域の安心安全のため、先輩

方と一緒により精進していこうと思います。 

消 防 団 員 の 声 

 大平本部分団長の大川です。令和3年度における大平地域の活動状況を

お伝えします。この一年も新型コロナウイルス感染症の影響により災害時以

外の活動の多くを制限せざるを得ない状況でしたが、こういった時勢でも消防

力の維持向上ができる活動を模索し続ける一年でした。そのような中、感染

症対策を万全に行い3つの訓練を行いました。6月に消防ポンプ運用訓練、

次に10月に消防団無線機運用訓練、そして12月の消防車両誘導訓練です。

これにより消火技術、情報伝達、安全管理という点で団員の能力の向上を図

ることができました。特に、車両誘導訓練は初の試みでしたが、参加者から

は「車両の操作、誘導員の大切さを実感することができた」と好評でした。な

お、これらの訓練は大平分署の皆様の協力により実施することができまし

た。お忙しい中ご協力賜りましたこと、この場を借り改めて御礼申し上げま

す。最後になりますが、これからも郷土愛を持って消防団活動に尽力すること

を誓いまして、報告とさせていただきます。 

車両誘導訓練の様子 

栃 木 地 域 

大 平 地 域 

藤 岡 地 域 

大平本部分団長 大川克巳 

栃木第4分団 団員 富田颯 

若さ溢れる立ち姿 

藤岡第4分団第1部 団員 橋本和哉 

トピックス 

祖父の背中を追い 

消防の道へ 

トピックス 

コロナ禍 

模索の一年 

   昨年4月に栃木市消防団員になって早一年がたとうとしています。この一年

間、新型コロナウイルス感染症の影響で夏季点検や操法訓練などのイベント

が中止となってしまいましたが、消火活動や日々の訓練、点検作業など様々

なことを経験することができました。私が初めて消火活動に参加したのは、昨

年4月の渡良瀬遊水地での火災でした。入団してからわずか10日での出来事

で右も左もわからないなか、先輩方のご指導のおかげもあり、無事活動を終

えることができました。消防団員となってすぐに消火活動を経験したことで、

「自らの地域は自らが守る」という消防団の精神を、身をもって強く知ることが

できました。 

 まだまだ勉強中の身ではありますが、一年間の活動を通して、自分自身成

長することができたと感じています。これからも先輩方のご指導の下、地元に

貢献していきたいと考えています。 

点検作業の様子 

トピックス 

若者が地域のために 

活動できる組織 
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トピックス 

隣県から 

第二の故郷へ 

 自分は、昨年度栃木市消防団における最年少班長を務めさせていた

だき、令和4年度より団員歴8年目を以って部長を任されることになりま

した。誠に恐縮ですが、とても光栄に思っております。きっかけは先輩

団員の勧誘でしたが、常々「入らなくてはいけない。」と思っていたの

で、ある意味で義務感から入団を決めました。ですが、実際入団して訓

練に参加すると、それまでは挨拶する程度であった地域の先輩方との

貴重な交流の場となり、災害現場の活動においても「顔を知っている方

の家が被害に遭われているかもしれない！」といった状況で能動的に

事態の収拾に携わることができたときは、有意義な時間を過ごせてい

ると実感しています。また、それこそが団員を続ける理由にもなってい

ます。現在、多くの地域で団員の世代交代が思うように進んでおりませ

んので、自分達の地元を自分達で守っていくためにも、少しでもご興味

のある方は、教えてくれる先輩がいて失敗しながらでも教わることが恥

ずかしくない若い歳のうちに入団されることを、お勧めいたします。  

西方第3分団第2部 部長 中田貴弘 

消防庁貸付車両とともに 

  2017年4月、私は消防団に入団しました。警察官退職後に、当時現

役の消防団員から誘われたことがきっかけでした。入団して良かったと

一番に感じたことは、同世代の仲間が増えたことです。私は茨城県出

身ですが、大学卒業後に栃木県の警察官に採用されたことで、本県に

住むようになりました。その為、自分が暮らす地域で同世代の知り合い

はほとんどいませんでした。入団当初から、操法訓練や出動等に対し

て先輩団員の真剣に取り組む姿勢を目の当たりにし、こんなにも地域

の防災の為に真剣に向き合う同世代の人達がいたのかと思い、胸が

熱くなったことを覚えています。また、その中で一緒に活動できるという

ことを誇りに思えるようになりました。現在私は、防犯・防災用品の販

売会社を経営しています。本業でも消防団員としても、地域の防災の

お役に立てるようこれからも日々精進してまいります。 

 最後に余談ですが、皆さんの分団部でグローブ等装備品類がご入用

の際はお気軽にハマ商店までご相談ください！ 

ご自身の店舗にて 

二足の草鞋を穿く青木団員 

都 賀 地 域 

西 方 地 域 

岩 舟 地 域 

岩舟本部分団 部長 長濵賢治 

都賀第3分団 団員 青木奏弥  

トピックス 

郷土愛と 

責任感を胸に 

トピックス 

「学生」しながら 

「消防団員」に 

 私は現在、大学校に通う学生です。私の家庭では祖父、父と消防団

を経験しており、私も地域のために活躍したいと思い入団を決意しまし

た。4月4日に行われた入退団式では新入団員宣誓を務めさせていた

だき、消防団員としての自覚と責任が生まれ、気持ちが引き締まりまし

た。4月18日には新入団員を対象とした基礎教育訓練が行われ、敬礼

や整列など団体行動やホースの扱い方の基礎を学ぶことができまし

た。そして4月中に早速火災の初出動がありました。現場では交通整

理を担当しましたが、これから経験を積んで役に立てるようになりたい

と思いました。 

 私は学生という立場で入団するにあたり不安がありましたが、先輩方

のご理解とフォローのおかげで1年間無事に活動することができまし

た。地域防災を担う消防団はとてもやりがいがあります。地域のため

に、一緒に活動しませんか？ 
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お 知 ら せ 

発行：栃木市消防団 消防総務課 栃木市平柳町1丁目34番5   

電話: 0282-23-3527 FAX: 0282-22-6766  

栃木市消防本部HP: htttps://www/city.tochigi.lg.jp/site/shoubou/  

 2018年4月1日から「栃木市学生消防団活動認証制度」を実施しております。この制度は大学等に在学しな

がら、真摯かつ継続的に本市消防団活動に取り組み、地域社会に貢献した大学生等に「栃木市学生消防団

活動認証状」を交付し大学生等の就職活動を支援する制度です。 

☆女性消防団員募集中！☆ 

 栃木市消防団には、消防団にご協力いただける事業所を支援する2つの制度があることをご存じですか。 

 1つ目は「栃木市消防団協力事業所表示制度」です。これは、従業員の勤務時間中の消防団活動への便

宜や、消防団入団の促進など、消防団へ積極的な協力をしている事業所等を「消防団協力事業所」として認

定し、事業所名等をホームページなどでお知らせするものです。本制度において事業所が認定されることで、

市が発注する建設工事における入札参加資格審査にて地域貢献点が加算されます。 

 2つ目の「栃木市消防団サポート事業制度」は、市内の事業所等にサポート店としてご登録いただき、消防

団員及びそのご家族に対し優遇措置を提供していただく事業で、令和4年2月末日時点で市内90を超える飲

食店他様々な事業所が登録されております。また現役消防団員の皆様におかれましては、各種割引等様々

な特典がございますので、本制度をより一層ご活用いただければと思います。 

 これらの制度を通じて社会貢献・地域貢献に興味をお持ちの事業者の皆様におかれましては、詳細につい

てご説明いたしますので、下記発行元までお気軽にご相談ください。 

☆栃木市学生消防団活動認証制度☆ 

☆事業者の皆様へ☆ 

栃木市消防団は若い力を必要としています。消防団活動を通じて地域社会に貢献してみませんか？ 

 栃木市消防団では女性団員を募集しています。女性団員のみで

構成される「女性分団」は、実際の消火活動は行いませんが、火災

予防広報や防災教育、応急手当の普及活動等の予防啓発活動を

市内各地で行っており、地域防災力の向上のためには欠かせない

存在です。 

 応急手当や防災について学んだ知識は、身近な大切な人を助け

るために役立ちます。地域やそこに住む人たちを守るため、あなた

も女性分団に入団してみませんか。 女性分団による秋季火災予防広報 


